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1. 背景と目的 

 七瀬川は，一級河川大分川（幹線流路延長 55 km，

流域面積 650 km2）の主要な支川の一つであり，

大分県大分市野津原と豊後大野市の境界付近の

里山を流下し，大分川河口から 7.4 km 上流の地

点にて大分川に合流している（幹線流路延長 33 

km，流域面積 104.5 km2）．七瀬川は良好な水環

境を有し，大分市大字原村では毎年 6 月に「はら

むらホタル観賞会」を開催し，ホタルの住む川づ

くり・地域づくりが行われている．一方で，七瀬

川では大分川の合流点から 21.0 km 上流（大分市

大字下原地先）の地点において，洪水調節，水道

用水供給，流水の正常な機能の維持を目的とした

大分川ダム（総貯水容量 2750 万 m3）が建設され

ようとしている．大分川ダムは，2017 年度の完成

を目指し，2013 年 11 月には仮排水路トンネルに

よる七瀬川の転流，2014 年 6 月からはダム本体

建設のための本格的な基礎掘削が行われている

（図 1）．一般に，ダム建設は下流河川の物理環境

や水質を変化させるため，河川生態系への影響が

懸念される．ダム建設中および建設後においても，

ホタル観賞会が開かれるような下流河川の水環

境を保全することは，河川生態系の保全のみなら

ず，地域づくりの観点からも重要である． 

 そこで本研究では，将来にわたる七瀬川の水環

境の保全を目標として，ダム建設時における河川

環境の現状を記録することを目的とした水質お

よび水生生物調査を実施した．  

 

2. 調査日・調査地点・調査方法 

 調査は 2013 年 7 月 25 日から 2014 年 12 月 14

日までに計 10 回実施した．調査地点は，大分川

ダム建設工事現場下流の 2 区間（4 地点）とした．

具体的には七瀬川の転流区間である長野鶴井堰

上流（地点 1）から仮排水路トンネル放流口上流

（地点 2）までの区間，ならびに放流口下流（地

点 3）からさらに下流の国土交通省原村水位観測

所（地点 4）までの区間とした（図 2）． 

 

図 1 大分川ダム建設工事現場（2014 年 10 月撮影） 

 

図 2 調査地点（地点 1～4） 

 

調査方法は次のとおりとした．水質調査は，各

調査日の各地点において，水温，pH，濁度，溶存

酸素濃度（DO），全有機炭素（TOC），陽イオン

（Na+，K+，Mg2+，Ca2+），陰イオン（HCO3-，

Cl-，NO3-，SO42-）を化学分析法によって測定し

た．水温と pH は現地にて測定し，その他の項目

については試料水を採取し，実験室に持ち帰った

あと測定した．水生生物調査では，各調査地点に

おいて，D 型フレームネット（開口 450×400 mm，

目合 0.475 mm）を用いたキック法により水生生

物を採取し，実験室に持ち帰ったあと実態顕微鏡

の観察下で種を同定し，その個体数を計数した．

計数結果は，水生生物による水質判定法 1)および

平均スコア法 2),3)に従って評価した．なお，本研

究で対象とする水生生物は，大型底生動物（肉眼

無脊椎動物，macroinvertebrate）とした． 



表 1 地点 4 における水生生物調査結果（2013 年 11 月 1 日～2014 年 12 月 14 日） 
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ｶﾜﾆﾅ科 ﾁﾘﾒﾝｶﾜﾆﾅ Ⅱ 8 2 1

（ﾋﾙ綱） - Ⅲ 2 2 1 1

ﾖｺｴﾋﾞ科 ﾆｯﾎﾟﾝﾖｺｴﾋﾞ Ⅰ 8 1 3 12 13 2 1 2 3 6 12 2 2

ﾇﾏｴﾋﾞ科 ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ - - 1

ｺｶｹﾞﾛｳ科 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ - 6 1

ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ - 9 1 2 1 7 3 1 2 5 1 2 9 1
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ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ - 9 1

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 - - 8 1 1 2 1 1 1 1 1 1
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3. 調査結果 

 2013 年 7 月 25 日から 2014 年 12 月 14 日まで

の計 10 回の調査における水質は，季節の進行に

ともなう水温の変動を除いて，すべての項目で安

定した値が観測された．水温は 5.5～24.2 ℃，pH

は 7.4～8.4，濁度は 0.8～4.3 度，DO は 8.4～12.5 

mg/L，TOC は 0.4～0.7 mg/L の範囲であり，陽

イオン濃度の平均値は Na+が 4.9 mg/L，K+が 1.4 

mg/L，Mg2+が 2.6 mg/L，Ca2+が 9.6 mg/L，陰イ

オン濃度の平均値は HCO3-が 37.8 mg/L，Cl-が

2.4 mg/L，NO3-が 2.2 mg/L，SO42-が 6.6 mg/L で

あった．2014 年 6 月からはダム本体建設のため

の本格的な基礎掘削が行われているが，下流河川

において工事排水や土砂に由来する濁度の上昇

は認められなかった． 

 地点 4 で実施した 9 回の水生生物調査の結果を

表 1 に示す．水生生物による水質判定法に従うと，

9 回の調査における地点 4 の水質階級はすべてⅠ

「きれいな水」と評価できることが示された．ま

た，平均スコア法に従うと，平均スコア（ASPT）

は平均値で 8.1（n=18）となり，良好な水環境の

目安である ASPT 8 を超える水生生物が生息する

ことが確認できた． 
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